平成21年1月

リオデジャネイロ日本商工会議所

安全対策委員会

2008年度安全対策セミナー議事録

1． 日時：2009年1月15日（木）10:45～12:15

2． 於：アルゼンチンビルP階講堂

3． 主催：リオデジャネイロ日本商工会議所　安全対策委員会

4． 協力：在ブラジル日本国大使館、在リオデジャネイロ日本国総領事館

5． 参加者

以下4団体の会員及びご家族、リオ日本人学校関係者（生徒保護者・教員ご家族）を対象。

出席者は合計50名程度

· リオデジャネイロ日本商工会議所

· 日伯文化協会（リオデジャネイロ）

· リオデジャネイロ日伯文化体育連盟

· リオデジャネイロ日系協会会員

6． プログラム

添付資料1参照。

7． 講演概要

（1） 治安情勢及び安全対策について（在リオデジャネイロ日本国総領事館石井領事、添付資料2に基づき説明）

1 最近の治安情勢

· ブラジル全体犯罪件数（01～05年）は日本と比して殺人31倍、強盗198倍、窃盗1.4倍となっている。州別殺人率第3位のリオ州は特に注意が必要であり、犯罪全体の届出数も増加傾向。

· 2008年は対前年比で殺人件数が減少したものの強盗殺人・路上強盗・恐喝が増加。特に恐喝は強盗に発展する可能性があるため注意が必要。

· 路上強盗等が増加している背景としては、麻薬取締り強化による組織の資金源不足が考えられる。警察がコカイン、大麻、クラックの押収に力を入れた結果、路上犯罪が増加する皮肉な結果を招いている。

2 邦人被害の状況とその状況

· 2008年は11月末時点で41件45人の邦人被害が報告された。早朝、日暮れ間近の海岸通りには注意が必要であるが日中も決して安全とはいえない。

· 2008年の邦人被害実績では半数弱がコパカバーナ地区で発生しており、強盗事件が中心となっている。犯人はナイフを所持するケースが多く、早朝のAv.アトランチカには特に注意が必要。

· 次いで日中のセントロ地区も注意が必要。コパカバーナ地区は観光客被害が比較的多いが、セントロ地区では住民に対する負傷事件が発生しており、日中であっても注意が必要。

3 流れ弾被害

· リオ州の流れ弾被害は対前年比減少傾向にあり、2008年は9月末時点で178件の被害が発生し、内11件が死亡事件となっている。対前年同期比―23.9％とはいえ、7割がリオ市内で発生しており引き続き注意が必要。

· また、1月1日のコパカバーナビーチは特別の注意が必要。新年を祝う発砲騒ぎにより、毎年負傷者が出ている。2008年には6名が流れ弾により死傷し、2009年には5名が負傷。

4 交通事故対策

· ブラジルにおける交通事故では過失相殺の概念がなく警察による事故原因究明には疑問が残る。

· 任意保険に加入する意識も低く、事故発生時には相手が任意保険に入っている場合は少ないので要注意。

· リオ州の交通事故は年間3～4万件にのぼっており決して少なくない。

· 万一事故が発生した場合は負傷者救護は前提であるが、軍警への通報の上、保険会社への連絡を行うようにする。但し、負傷者保護が優先とはいえ、当たり屋強盗の可能性もあるので注意が必要。

· 事故発生時に備え日頃から保険内容の確認を行うよう心掛けてもらいたい。

5 安全な生活のための留意事項（非日常編）

· 空港は銀行・高級飲食店と同様に強盗の標的になり易い。空港への出入りに際しては不審者の有無を確認し、自動車による移動時には尾行車がいないかどうか配意する等の注意が必要。

· ホテルでは貴重品をセーフティボックスに預け、部屋への来訪者には防犯チェーンを付けたまま対応するとよい。

6 安全な生活のための留意事項（日常編）

· 普段から華美な服装は避け、反感を買うような行動は慎むようにする。

· 他人に行動予定を教える際は必要最低限に留めるようにする。

· 商店での支払いや銀行での現金引落し等、現金が他人の目に付きやすい場面では特に注意が必要。

7 まとめ

· 治安機関に頼ることなく自分の身は自分で守るという意識を持つことが大切。

· 事件発生を防ぐために日頃から予防策を立てるよう心掛ける。予防こそが最大の危機管理。

· 安全のための3原則①目立たない、②行動のパターン化を避ける、③用心を怠らない

· 事件に巻き込まれた際は抵抗せず犯罪者の指示に従う。また、突飛な行動はとらないようにする。

· 女性は警戒意識が薄れ態度・行動に現れる場合が多く狙われ易いので注意が必要。警戒意識を持ち、しっかりした姿勢で振舞う。また一人で狭い場所を歩くことは避け、知らない場所を夜間運転することは避ける。

· 犯罪に巻き込まれないためには、普段から犯罪情報の収集に努め、警戒心を持つよう心掛けるとよい。治安は簡単に改善しないものであり、犯罪に遭遇していない人は運が良かったのだという謙虚な心構えが必要。

· 特に駐在者は赴任直後、帰任直前に被害にあうケースが増加するので注意が必要。

· 領事館ではメーリングリスト・商工会議所緊急連絡網・FM放送などを用意しているので緊急事態発生の際はかかる手段で連絡を行う予定。

（質疑応答）

Q1：誘拐事件の傾向如何。

A1：昨年7月にベトナム外交官がコルコバードの丘で誘拐されて以降、同所での誘拐事件の発生は無い。短時間の連れ去りやATMでの電撃強盗のような事件は月数件。リオ市内の事例として車の合流ポイントで大道芸人が急に停車中のドアを開けて押し入り、そのまま連れ去ったが、直ぐに警察が犯人を取り押さえているケースもある。これを教訓にすると、車のドアは確実にロックすることが肝要。また、参考情報として警察当局は午後10時から午前6時までスピード違反や信号無視を取り締まるモニターを作動させない等の対応を取っている模様。

Q2：自動車衝突事故に関し、①警察への届出は直ぐに行うべきか否か②保険ブローカー以外への報告先如何。

A2：①基本は警察（190番）に直ぐに通報する。②その他の連絡先は保険ブローカーでよい。①について補足すると、事故の場所がCopaの大通りであればその場所から電話を行って待機するのもよいが、他の犯罪に巻き込まれかねないAv.BrasilやLinha Vermelhaであれば、相手方と確認の上、場所を移動して対応することをお勧めする。②について補則すると、言葉が不自由な方は日本語対応が可能な保険ブローカーを付保段階で事前に考慮の上、選定することをお勧めする。

追加コメント：事故の相手が盗難車又は付保していないケースも想定するべき。また相手の車種と車番を控えておくのも肝要。言葉の出来ない人は、警察の事情聴取時に被害者と加害者が入れ替わる様な対応をされる可能性もあり注意が必要。

（2） 当地保健・医療事情について（在ブラジル日本国大使館白石医務官、添付資料3に基づき説明）

1 外傷のFirst Aid

· 外傷者に遭遇した際は①周囲の安全確認、②救急車の手配、③外傷者のCheck（ABC確認）を行う。

(ABC確認：意識の有無（Awareness）、呼吸の有無（Breathing）、循環系等の有無(Circulation))

2 出血時の対応

· 第1段階：圧迫止血が基本。その際ガーゼ等で傷口を覆い直接傷口に触れない。

· 第2段階：患部の冷却、また傷口を心臓より上部に掲げる等の追加止血。

· 第3段階：大量の出血により意識不明等のショック状態の兆候が見られる時にはターニケットによる止血を検討。

· 第4段階：ターニケットによる止血。圧迫止血不可能且つ救急車等の救助に時間を要する場合に限るが患部が壊死に至る可能性もあるので慎重な対応が必要。

3 外傷部位別の応急措置

· 胸部外傷：壁に寄りかかる等の楽な姿勢をとる。傷口からの出泡又は呼吸音が聞こえる場合は肺損傷の可能性があるため傷口を圧迫する。

· 腹部外傷：仰向けで膝を曲げ楽な姿勢をとり、ガーゼ等で傷を覆う。

4 骨折の応急措置

· 添え木等による固定が基本。但し固定はきつくせずそのままの形で固定。指輪等は外し、痛みがひどい場合には冷却等の対応をとる。

· 頭部・頚部・背骨の殴打については絶対安静が第一。両手で頭部を両側から保持し、しっかり固定した上で救急車を待つ。

5 救急蘇生法（CPR）

· ABC確認後、意識が無く呼吸が停止した状態においては人工呼吸・心マッサージを行う。素人であっても施行することが望ましい。

6 外傷タイプ別の対応

· 刺傷：刃物は抜かず安静にし、止血を行う。

· 交通外傷：患者を動かさずヘルメットも取らない状態で止血を行う。

· 銃創：周囲の安全確認を行った上、ABCの確認を行い止血する。

7 毒蛇・さそり・毒くも咬傷

· 安全確認後、患者を安静に保ちつつ、ABC確認・CPR対応を実施。

· 傷はいじらず指輪等を外し、濡れタオルで拭く程度。添木等で固定し病院へ移送。

· 禁止事項は切開・吸引・ターニケット・冷却・患肢の挙上・鎮痛剤の使用。

· 14歳以下の小児においては全身症状が現れるケースもあるため特に注意が必要。

以　上

（添付資料）

1：プログラム

2：治安情勢及び安全対策について（プレゼンテーション資料抜粋）

3：当地保健・医療事情について（プレゼンテーション資料）

